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Pape rdisc r adio alle rgo s o rbe nt te stくpaperdis cR A S TJ法 に よる IgE抗体価測定に お けるIgG抗
体の 抑制効果 を， 小 児気管支瑞息 に 最も普遍的な ア レ ル ゲ ン で あ るダ ニ 仏 椚 矧 軸 物 画 血 り 加 元 旦 a
舟 触 感 に つ い て検討 した． 血清 は， ダ ニ ア レ ル ギ ー 患者104 名く免疫療法施行群， 以 下治 療群 25名， 未
治療群 79名l 及び対照群 41名よ り得た ． 血清IgE 値は pape r radioim m u n o s o rbe nt testくP RIS T
血清IgE抗体価 くRAS T値I は paperdiscR A S T温 血 清IgG 抗体価 は固相担体 に ポ リ ス チ レ ン 管 を用
い る ラ ジオイ ム ノア ッ セ イ 法で測定 した． IgG－ rich s e ru m，IgG－fre e s e ru mは Protein A－Sepha ro seC L
4B を用い て 得た． IgE抗体価 とIgG 抗体価に は有意の正 の 相関が み ら れ た くy ニ 7．37eO－0 60X ， r ニ 0．4 9， pく
0．01l． IgG抗体価くM e a n士S E Muノ ml は治療群 219．8士 98．4， 未治療群 86．9士2 7．7 で対照群 9．8士1 ．1
に対 し， それ ぞ れ pく0．0 1， pく0．05 で有 意に 高値 を示 した ． 治療群 は未治療群 に 対 し高 い 傾向が あ っ た が ，
その 差は有意で はな か っ た ． IgG 抗体除去 に よ る R A S T値 の 上 昇の 程度 は H S A処理 血 清く同 一 血 清 を人
血清ア ル ブ ミ ン を結合 した C N Br 活性化 Sepha r o s e4 Bで 処理J の RA S T値に 対す るIgG－fr e e s e ru mの
R A S T値の上 昇率 を， 同 一 濃度 の IgE 値で求 めた ． 1gG 抗体価 と R A S T値 の 上 昇率に は有意の 正 の相関
くy 二 3．4 1logx － 8．35， r ニ 0．88， pく0．011が み られ ， IgG 抗体が 多い 程， IgE 抗体価 の みか け上 の 低下が
大き い こ と を示 した ． IgG 抗体価低値 の 患者血清 に ， IgG 抗 体価高値 の 2患者血 清 よ り 得 たIgG－rich
Se ru mを添加 した場合， R AS T値 の 抑制率は 69．6， 82．6％と著明 で あ り， 一 方IgG 抗体価低値の 3患者の
血 清か ら のIgGィich s er u mで は， 11．6， 2．9， 10．1％と小 さか っ た ．
以上 よ り， D． jdrin a eK 関 して は， 未治療 の患者で も pape rdis cR A S T法に よ るIgE 抗体価 はIgG 抗
体や他の免疫 グ ロ ブリ ン に よ り見か け上 低値を と る こ とが 考 え られ た． さ らに 本法 は しば し ば抗体過剰域
で測定さ れ て い る とい う問題 もあ り ， こ れ らの 2 つ の 問題点 を解決 して 本法の 定量 性 を高め る に は希釈血
清 を用 い る のが 簡便で望ま しい 方法で ある と考え られ る．
Key w o rds Der matpphLqOidesb rin ae， R A S T， IgE a ntibody， IgG a ntibody，
im m u n othe rap y
気管支喘息を は じめと す るア ト ピ ー 性疾患に お い て
重 要な役割 を演 じて い るIgE抗体 を測定 す る r adio－
allergo s o rbent te stくR A S Tl 法は， 1967年 W ide らり
に よ っ て導入 さ れ， 現在固相担体 に pape rdis cを用 い
る方法2ユが 一 般臨床 に 広く用 い ら れ てい る． し か し， そ
の 測定原 理 か ら当然 工gE 以外 の 他の 免疫 グ ロ ブ リ
ン の 影響を受 け る こ とが 考え ら れ， ま た その 他種 々 の
抑制因子 の 存在 が報告され て い る3
山
川
Lin cb ら引は ア ル テ リ ナリ ア に ア レ ル ギ ー の 患者血
清で， IgG抗体が R AS T法に よ るIgE 抗体価測定に
抑制効果 を与 えて い る と報告 して い る． Zim m e r m a n
ら車 はho n eybee v e n o m， ブ タク サ花粉 に ア レ ル ギ ー
の 患者 に お い て 免 疫療法後 は工gE 抗体価 は み か け 上
低値 を と り， それ は 免疫療法後増加 したIgG抗体 に よ
る抑制効果 で あ る と報告し て い る． ま た Zeissら51はブ
タ ク サ花粉症患者 に お い て pape rdis c R A S T法 と園
Abbreviations こ D． bYin a e， Derm atqphLW idesj21rin aeニ H D， ho u sedu st三 H S A， hu m an
S eru mal bu minニ P B S， pho sphate buffered s alin ei P L A， pho spholipa se－A 三 P RIS T， PaPer







抗 D． fa rin a eIgE 抗体価測定に お ける IgG 抗体の 抑制効果
相担体に ポ リ ス チ レ ン 管 を用 い る定量 的 ラ ジ オイ ム ノ
ア ツ セ イ法 と を比較 し， paperdis c R A S Tに お い て
は工gE 抗体 が高濃度 に な っ て く る と， 測定値 は平衡 に
達し， 他 方免疫療法後増加 した 遮断抗体の 存在の もと
で は工gE 抗体価が み か け上 低値 を示 す こ と を報告 し
て い る
．
現 在ま で の R A S T法に よ るIgE抗体価測定 に お け
る 問題点の 多く は ブ タ ク サ花軌 ア ル テ リ ナ リ ア，
ho n eybe e v e n o m等 で 免疫療法後に 出現 す るIgG 遮
断抗体 に よ る抑制効果 と して報告さ れ て い る が3 － 1 3，，
日常診療 で よく み られ ， ま た免疫療法施行前に すで に
工gG 抗体 を有し て い る こ と が多い 1頼5フグ ニ ア レ ル ギ ー
患 者に つ い ては ほ とん ど検討され て い な い ． ダ ニ ア レ
ル ギ ー 患者の IgE抗体価 の 季節的変動 ， 免疫療法 に よ
る 変動 は， 現 在 pape rdis cRA S T法 で 測 定され て い
る が， こ れ ら の 報告1 6 瑚 で はIgG 抗体 の 影響に はほ と
ん ど考慮が払われ てい な い よ う に 思 われ る
． 今 臥 著
者は ダ ニ ほ 励 傲 め 郎 噸 扉 血り 加 ぬ 略 エ． カカ 那 扉 に
つ い て ， 現 在， 簡便で 一 般臨床 に 広く利用 さ れ て い る
Pape rdis c R A S T法 に よるIgE抗体価測定 に お け る
工gG 抗体 の 抑制効果 に つ い て 検討 した．
対 象 及 び 方 法
王 ． 対象
1982年11 月か ら 1983年 3 月 に 金 沢大学医学部付
属病院小児科外来を受 診 した ダ ニ ア レ ル ギ ー 患者 く抗
D． hrin a e R A S Tス コ ア ー 2以 上 の 者l を屋 内塵
くho u s edust， H Dl に よ る免疫療法施行群 く治療群，
A 群う25名， 未治療群くB群う79名 に 分 け， 対照 と し
て 対 照 群 くア ト ピ ー 歴 な く， 喘 息 症 状 の な い 抗 a
カ7■わ7げ2工gE 抗体陰性者， C群う 41名 を選ん だ く表 い ．
各群 の 年令構成 は表 1 に示 し た よう に ほ ぼ 同 じで あ
る
．
H D免疫療法 は鳥居薬品の H D治療 用 エ キ ス で 行
な い ， 総 投与 量 は2．Onlg へ 1337 ．2 m g く平 均117．8
100JJ2 c rude








m gl， 投与期間 は7 ケ月 へ 7年9 ケ月く平均4 年 11 ケ
剛 で あ っ た ． 血 清は ただ ち に － 200Cに凍結保存 した．
工工 ． 血 清王gE債 の 測定
P ha r m a cia 社 製 の pape r radioim m u n o srbe nt
te st くPRIS Tl キッ ト を使用 した． 単位 はI Uく工nte r．
n atio n al Unitlノmlで表わ した．
m
． 血清 IgE 抗体価 くR AS T値I の 測 定
Pape rdisc RA S T法 くPha r m a cia 社製キ ッ ト1 に
よ り測定し た． discは P ha r m a cia 社のも の を使用 し，
単位は dis cに 吸 着 した放射活性の 全放射活性 に 対す
る ％で表わ した
．
IV ． 血 清IgG抗体価の 測 定
Pha r m a cia 社製の IgG R A S T キッ トを使用 し， 固
相担体に は paperdiscの かわ りに ポリ ス チ レ ン 管くシ
オ ノ ギ三臥 内径 10m m ， 高さ 60m m， 厚さ 1m mlを
用い て行 っ た
．
抗原の ポ リ ス チ レ ン 管 へ の 吸着法 こ リ ン 酸旗衡食塩
水 くpho sphate buffe r ed salin e， P BSl， pH7 ．4に 溶
解 した か． カわ刀戊g 粗抗原 鳩居製う 100月1 をポリ ス チ
レ ン 管に 入 れ， 18時間室温静置 し， 綾衡液に て 3回洗
浄 して 得た ．
工gG 抗体価の 測定 こ 抗原 を吸着さ せた ポ リス チ レ ン
管に 100月1の 血 清試料 を添加， 24 時間室温静置後， 3
回洗浄 した の ち， 100月1く仇026声Cり の ウサギ抗 ヒ ト
Tabfel ． Gr o up．ng of the tested populatio n s
Gr o up No． te sted
Me a nAge RAST v aEu esto
くyear sI 且 抽
Aぺ慧ふ 25 く3竺号7j 29．4士 3－8 り
B 一言ここ冒二三ated， フ9 く．竺ヲ4， －9．8士 9．O
C． c o ntro－ 4 － く0．だ叫 2－0士 0．6
ホ ho use du st l m rnU n Ot h er ap y
ホ 書 落 of t otal a ctり 両 ad dedくM e a n 士1S DI
100JL2 rab bits anti
100pe sam ple hu m a nIgG一
一25L
U 一出










C O U nt r adio a ctivity
Fig． 1． Sche m a ofthe polystyle n etube r adioim m u n o a ss ay fo r m e a su ring a nti－D． hrin ae
IgG antibodyle v els．
834
工gG．
12 51 を添加す る． 24時間室温静置後 3 回 洗浄 した
の ち， ポ リス チ レ ン 管の 放射活性 を y－ カ ウ ン タ ー に て
測定 した． 比 活性 はポ リ ス チ レ ン管 に 吸着し た放射活
性の全放射活性 に 対す る％で 表わ した ．
なお 予備実験 と して ， ポリ ス チ レ ン 管に 吸着 させ る
抗原の 至適濃度，工gG抗体価の表現法， 抗原特異性の 3
点 に つ い て検討を加え た．
V ． 垣 G－ ricも s e r n mの 精製
P B Sに て 平衡化 した Protein A ，Sepha r o seC L－4B
くPha r m a cia 社製lカラ ムくK 9ノ15， P ha r m a cia Fin e
Chemic alsl に 患者血清 を添加 し， P B Sに て洗浄， そ
の 後 吸着 し た工gG を 0．1M グ リシ ン 一 塩 酸 緩衡液
くpH 3いこて 溶 出し， P B Sに 透析 した試料 をIgG－rich
Se ru mと し た． IgE抗体 の 不 活化 は 56
O
C で 4時間加
熱4Iして行 っ た ．
VI． IgG．fr e e s e r11 mの 精製
0．1ml の血 清 を 1．O mlの PB Sに て 平衡 化 し た
Pr otein A－Sepha r o seC L－413く濃度 7．5％l と混 合，
15分間振 とう し， 遠心後 の 上 滞をIgG－fre e se ru mと
して用 い た．
ml． 統計学的検討
成績 は stude nt，s t－teSt を用 い 推計学的 に 検討を加
え， pく0．05 の時を有意差あり と判定 した．
成 績
I ． 血清IgG 抗体価測定に お け る予備実験
Fig． 2． Optim al c o n c e ntr atio n of the D ．
extra cts for tube c o ating． Se rum of a mite
alle rgic patient w a s serially diluted a nd added to
polystyle n etube s c o ated with v a rio u s c o n ce ntra．
tio n s ofthe D． hrin a e e xtr a cts． Co n c e ntr atio n s
Ofthe D． brin a e e xtra cts ofthe e a ch symboIs
W ere a Sfollow sこ 0，0．1JLglmli e，1p glmlニ A ，
1叫 gノml．
1 ． ポ リ ス チ レ ン 管に 吸 着さ せ る抗原 の 至適濃度の
決定
D． ．h7in a eOl抗原濃度 く0．1p gノml， 1 JLglml， 10
声gノmり を使用 し， 工gG 抗体価高値 の 患者血清の 10，
50， 250， 1000， 4000倍希釈系列の IgG R A S T億 を求
め たく図 2I． 図に 示 さ れ る よう に か． カわ乃戊e 抗原濃度
1ノJgノml， 10ノノgノnl で ほ ぼ 同様の 結果が得 ら れ た の
で， 抗原濃度は 1月gノml と した． な お 血 清の 希釈 は50
倍 まで 緩衝液 で 行 な い ， そ れ 以 上 は 0．1％人 血 清ア ル
ブ ミ ン を含む緩衡液で行 っ た ．
2 ． 標準曲線 に よ る工gG 抗体価の 表現法
IgG 抗体価高値 をと る ダ ニ ア レ ル ギ ー 患者数人 よ り
得 られ た プ ー ル 血 清を 1000uノml と し， それ の 5， 10，
25， 50， 10， 200， 500， 10 00， 2000， 4000， 8000倍希
釈液 よ り， 図3 の 如く標準曲線 を得 た． 測定は直線部
分で 行な わ れ る よう に 被験血 清 を希釈 し， 原則 と して
50倍希釈 で 測定 し た が ， 1000tlノml を越 え る と き は
250倍希釈， 25tlノml 以下 の 場 合 は 10倍希釈 で 行 っ
た ．
3 ． 抗原特異性 の検討
本法が a J勉 励 胱 に 対 し抗原特異性 を も つ こ と を
確認す る為に R A S T抑制試験 を次の よう に 行 っ た ．
50倍希釈 され た工gG 抗体価高値 の 患者血清 200ノノ1
に 0．1JLgノml， 1jLgノml， 10JLglml， 100JLgノmi の 濃
度 の a J伽勿 都 抗原 液及 び 対照 と して 卵白 ア ル ブ ミ



































Sp r 川 I ldJu いq n sり5 り10 り25 け501ハ00lノZ00 り5ぴい
r
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Fig． 3． Standa rd c u r v e ofthe IgG antibodylev els
Ofthepo oled se r afr o m se v er alpatie nts with high
IgG a ntibodylev els． T he binding v alu e of IgG
R A S Tat a50－fold dilutio n ofpo oled s er a w a s s et
aslOOOu nitsノml oftheIgG a ntibodyle v el． The
V alues ofu nkn o w n s a mplesw ere obtained bythe
Sta nda rd cu rv e， but the dilutio n r atio w a s
Cha ngedto 250rlO－fold fo rhighe rく5 100 ulmlJ











抗 D． farin a eIgE 抗体価測定 に お ける IgG 抗体の 抑制効果
3時間反応 させ た の ち， 遠心後の 上清の 抗 か． 舟 痴 胱
IgG R A S T値 を求め た． 図4 の如く D． jbrin ae溶液
は濃度依存的 にIgG R A S T値 を抑制す るが ， 卵白 アル
ブ ミ ン で は抑制効果は見られ ず， 本法 に よ る工gG 抗体
価測定 は か． カ7一一Z乃戊g抗原特異的で あ る とい え る． なお
図に は示 して い な い が ， 卵白ア ル ブミ ン を吸 着させ た
ポリ ス チ レ ン 管に ダ ニ ア レ ル ギ ー 患者の 50倍希釈血
清を添加 して も放射活性 は見られ ず く1．0％以 下1， 本
法で は非特異的結合は な い こ とが確認 され た．
I工． IgE 抗体 価 とIgG 抗体価 と の 相関
A 群， B群， C 瓢 の 計 145 人の 血清IgE抗体胤




こ 0．49， pく0．01 と 有意の正 の相関が み られ た
く図 5フ．
H ． 各群 の 工gG 抗体価 の 比較
IgG 抗体価 くM e a n士S E Mulml は A 群 219．8士
98．4， B群 86．9士27．7， C 群 9．8士1 ．1 で A 群， B群
は C群 に 対 して ， それ ぞれ pく0．01， pく0．05で 有意に
高値 を 示 し た． A 群 は B 群 に 対 し 高い 傾向が あ っ た
が， そ の 差 は有意で は なか っ た く図6う．
IV． IgG 抗体除去 に よ る IgE 抗体価くR A S T償うの
上昇



































一 0 0．1 1 10 10 0
Antigen c on c entr atio nくノLgImり
Fig． 4． Spe cificty ofthe polystyle n etube r adio－
im m u n o a s say fo r m e a s u ring a ntiN D． カrina eIgG
le vels u slngthe R A S T inhibitio nte chniqu e． T he
a nti－D ． jbrin a eIgG le v els of a mite alle rgic
patie nt
，
s se r u m were as sayed afterprein c ubatio n
at37
0
C fo r3 hr with indicated c o n c e ntr atio n s of
D
． カrin a eくsolid lin elo r o v albu min くda shed lin eJ．
83 5
為に ， 13名 の 患者血 清に つ い て 検討 した． こ の実験の
乱 IgG－fre e s er u mを作製 した 同 一 血清を人血 清 ア ル
ブ ミ ン を 結 合 さ せ た C N Br 活 性化 Sepha ro s e4B
ePha r m a cia 社製l でIgG－fr e e s e ru m作製の 場合と
同様の 処理 を行 な い ， こ れ を H S A処理 血 清 くH S A－
tre ated s e ru ml と した．
1 ■ Pr otein A ．Sepha r o seC L－4 B処 理 に よ るIgG
抗体 の 除去効果
原血清くu ntr eatedse ru ml，IgG．fr e e s e ru mと H S A
処理 血清の IgE lOO I Ulmlに お け るIgG抗体価 を，
IgG抗体価高値 の 患者 7名 に つ い て 求 め た く図 7う．
IgG－fre e se r u mの IgG 抗体価の 平均値 く1．67uノmil
は原血清く124．5ulmll， H S A処理 血 清く172．3ulml
に比 べ ， 著明 に 低値 とな りくpく0．0抽 ， 工gG 抗体 は ほ
とん ど除去 され て い る こ と が認め られ た．
2 ． IgG－fr e e seru mの R A S T値 の 上昇率
同 一 血 清よ り 得 られ たIgG－fr ees eru m と H S A処
理 血清 に つ い て の IgE抗体価くR A S T値1を比較 した．
図8－くAう， くBうは工gG 抗体価高値患最 低値患者そ
れ ぞ れ 2名 に つ い て の 曲線 で あ る ． 症例 4 を 除い て
IgG－fre e s er u mの 曲線の 左 方 へ の移動が み られ ， これ
は他 の 報 告引1別 に も あ る よ う に IgE もPr otein A．
Sepha r o seC し4 Bに よ り 少量 で はある が 除去さ れ る
lgE antlbody JeveJsく％ B．ndlngl
Fig－ 5． Co rr elationbetw e enthetiter s ofs e ru mlgE
a nd lgG a ntibody to D． jbrin a e． 0 ， Gr o up A
くtr e ated patientsh 疇軋 gr oup Bくu ntr e ated patie．
ntsH A ， grO up C くc o ntr ol gr o upl． Signific a nt
C O rr elation くpく0．01 w a s obs e rv edくy ニ 7．31eO． 06 O X
alld r ニ 0．49I．
B36
こ と に よ ると考 え られ る． 一 定の IgE値 に お けるIgGt
fre e s er u mと H S A処理 血 清の RAST 値か らIgG 除
去 に よ る R A S T値の 上 昇率く％in c re a s el を以下の 式
で 求 めた．
上昇率 く％1ニ
R AST 値 くIgG．free serum ト R A S T値 冊SA Jtre atedser uml
R AST値 皿SA．tre ated ser uml
X lOOく％う
こ の 王gE 抗体価の 上 昇率と IgG 抗体価 と の 相関 を
求め た と こ ろ， 両者に は 有意の 正 の 相関くy ニ 3．4 1log
x
－ 8．35， r 二 0 ．88， pく0．0いが 認め ら れ， 王gG 抗体価
が高値 をと れ ば とる程， 工gE抗体価 はみ か け上 低値 を
とる こ と を示 し た く図9う．
V ． IgG － ri dl S er u m添 加 に よ る IgE 抗 体 価
くR AST 償う の 低下
1gG抗体 に よる R A S T値の抑制効果を み るた め に ，
IgG 抗体価低値の 患者血清の IgG－ rich seru m添加 後
Fig．6． Titers of a nti．D ． jbrin a eIgG in the thre e
gr o ups． T he v e rtic al ba r s repr es e nt m e a n士
S E MくuJ
，
mlL T he signific a n c e ofthe differ e n c e s
betw ee nA a nd Cくpく0．01Ja ndbetw e e nB a nd C




の R A S T値 の 低下 の 程度 を以 下の 方 法で検討 した ．
IgG 抗体価低値 の 患者血清く1gG 抗体価 6．5ulml，
R A S T値 33％I に ， P B Sく0．6％人 血 清ア ル ブ ミ ン を
含 むI を 患者 血 清 の 25倍量添加後 の R A ST 値 を
R A S TO く7．6％1， IgG－rich se ru mを患者血 清の 25
倍量添加後 の R A S T値を R A S T く卦と し， P B Sく0．6％
人 血 清 アル ブ ミ ン を含むl の み の R A S T値 を R AS T
eく0．6％l と して， 以下 の 式に て， IgG－rich se ru m添
加に よ る RA ST 抑制率 く％inhibitionl を求め た．
抑制率く％トニ く1 －
R A S T く彰 一 R A S Tく3
R A S T くD － R A S T く卦
うX lOOく％1
図10の 如く 5人 に つ い て検討 し，IgG 抗体価高値の
血清2例 の 抑制率は 69．6％，82．6％と 1gG 抗体価低値
血清の 抑制率 11．6％， 2．9％， 10．1％に 比 べ 大き な抑制
効果が認 め られ た． な お IgG －rich s er u mの 蛋白濃度は
6m gノmlに 調整 した ．
蝉 HSA ． hu m a n se r u m aFbu TT11 n
Fig ．7． A bso rptio n of lgG by tr e atm ent with
Pr otein A －Sepha r o s eC し4B． T he IgG a ntibody
le v els of e a ch seru m c ontaining l O O I Uof IgE
w ere co mpar ed■ T he m e a n v alu e s of a nti
－D－
jbrin a eIgG of IgG イre e s e ru mく1．67 ulmi1 w a s
signific a ntlyくpく0．00い redu c ed in c om pariso nto
that ofthe u ntre ated s erum く1 24 ．5 ulmlJ a nd the









抗 D－ fa rin a elgE 抗体価測定に お ける IgG 抗体の 抑制効果
考 察
Ceska ら2，に よ り臨床応 用 に 供 され た paper dis c
R A S T法 は， I型 ア レ ル ギ ー の 原因抗原 の 検索に 多大
の 貢献 をな して き たが ， 本法は も とも と 半定量的で あ
り， 多 くの 臨床 ア レ ル ギ ー の研究者は本法の 定量性 を
高め るた め ， 種々 の 改良 を加 えて き た7削 ほn ． しか も先
に も述 べ た如く， 本法の 原理 か ら他の 免疫 グ ロ ブ リ ン
の 抗体の 存在は， 必然的 に 見か け上 IgE R AS T値 を下
げる こ とは 想像 に 難く な い ． 事実当初よ り， い わ ゆる
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1gEくルノmり
Fig． 8． In c re a s ein the a nti－D． brin a eIgE levels
くR A S Tv alu e sIafte r abso rptio n of IgG ． T heIgE
a ntibody le v els くR A S Tv alu e sJ w er e m e a su r ed
by diluting with IgG－fr e e se ru mくSOlid lin el a nd
H S A－tre ated s er u mくda shedlinel obtain ed fr o m
individu alpatie nts． T he m ea ndiffer e nc ein the
IgE a ntibodyle v els betw e e ntw o c u rv eS atgiv e n
thre epoints of IgE le v els w a s e xpr e ss ed a s a％
in c re a sein theIgE a ntibodyle v els． くAICa s el
a nd2 w er epatients with highIgG antibodyle v el．
くBI Ca se3 a nd 4 w er epatie nts with lo w IgG
























1gG a ntibody le v elsくリノhり
1000 5000
Fig． 9． Pe r c entin c r ea s e sin the a nti－D ．jbrin a eIgE
le velsくRA ST v alu e sIafter abso rptio n of IgG a nd
its relatio n ship with the a nti－ D． jbrin a elgG
le でels．
％In c r e a seニ
R AST v aluesくIgE．free seru mト R A STvalu es田S 加盟執
RAST valuestHS A．tre atedseruml
XlOOく％1
Significa nt co rrelatio n くpく0．01J w a s obs e rv ed
くy ニ 3．41 logx－8．35a nd r ニ 0．88J．
lgG antibodytev els 262
くuノMり
IgE a ntibody kv e暮s 2．8く％ b，n d．ngさ
275 29 ユ 20．9 5－0
1．9 6．8 74 6．9
Fig．10． T heinhibito ry effe ct of IgG－rich seru m o n
the a nti－D． 舟1nae IgE le v els くR A S Tv alu e sl
a ss ayed by paperdiscR AS T． T heIgE a ntibody
le v els m e as u r ed afte r ad ding 25dfoldv olu m e of
IgG－rich se r u mto alle rgic se ru m Withlow IgG
a ntibody le v elesく工gE R A S Tv alu e， 33％i工gG
a ntibody lev el， 6．5 ulmlJ w er e s et a s R A S Tel．
R A S T魯 w er e c o mpared with the IgE a ntibody
le v els しR A S TOl m e a s u red after ad ding 25－fold
V Olu m e of P B Sc o ntaining．0．6％hu m a n s er u m
albumin to the s a m e alle rgic seru m．
％Inhibitio王ド り 一 瓢 ，xlO ％
くT he c o n sta nt n u mbe rO．6 indic ate sthe R A S T
binding of P BSc o ntaining O．6％hu m a n se ru m
albu min．l
838 糸自
け 上 工gE 抗体価 を低下 さ せ る た め 免疫療法後 の 患者




． 更に R A S T法は抗体過剰域 で
測 定さ れて い る こ と も報告され て い る2 2J．
と こ ろ で ， 本邦 で 最も普遍的 な ア レ ル ゲ ン で ある ダ
ニ ほり加 ぬめ に つ い て は免疫療法後 はも ち ろ ん， 治
療前 に す で に 高い 濃度 の 1gG 抗体 や 1gA 抗体 を保有
す る こ と が 報告 さ れ て い る 瑚 1 Sl． し か る に ， 抗 a
カわ乃戊g 工gE 抗体の 季節性変動や免疫療法 に 伴う 変動
の報告に お い て は ， 抑制因子 の 存在 や本法が抗体過剰
域で測定さ れ て い る とい う 問題点は あま り考慮さ れ て
い な い よ う に 思 わ れ る ． そ こ で ， 著者 は ダ ニ く且
hrinぬ に つ い て， paPe rdisc R A S T法に よる IgE
抗体価測定 に お け る1gG 抗体 の 抑制効果 に つ い て 検
討 し た．
a Jわ玩 戯 に つ い て の 今 回の 結果 を考察す る前 に も
う 少 しブ タ クサ 花粉や ho n eybe e v enom な どで 行 な
わ れ た報告 を概括 して み る こ と に す る． Zim m e r m a n
ら畑は ブタ ク サ花粉， ho n eybe e v e n o mに ア レ ル ギ ー
の 患者の 血清を使用 し て R A ST 法 に よ るIgE 抗体価
測定 に お ける抑制因子 に つ い て 検索 した ． 彼 ら は 56
0
C
4 時間加熱 に て 不清化 した免疫療法施行患者の 血清添
加 に よ り， 未治療患者 の R A S T値 が著明 に低下す る
こ と を発見し， これ は免疫療法 に よ り増加し た工gG 抗
体 に よ るも の で ある こ と を確認 した ． さ ら に こ の 効果
は paper disc と 同様 に 固相担体 に ミ ク ロ ク リ ス タ リ
ン セ ル ロ ー ス を 用 い る 方法 で も み ら れ た が Sepba －
r o se4B を使用 して 固相担体 に 結合 した 抗原の 容量 を
増大さ せ た場合 はIgG 抗体 に よ る R A S T法 へ の 抑制
効果が消失した こ と を報告 した． Ke m e ny ら71は， 以 前
か ら の報告23別 に も あ る よう に 蜂 に ア レ ル ギ ー で な い
養蜂家 げ レ ル ギ ー 症状 なく 工gE抗体価低値ン に 工gG
抗体価高値を示 す人 が 多い こ と を報告 した． そ して彼
らの 血清 を蜂 ア レ ル ギ ー の 童蜂家 げ レ ル ギ ー 症状が
あ りIgE 抗体価高値lの 血 清に 添加す る と， Pape rdisc
R AST 法 に よ るIgE抗体価が低下 し， 一 般 に IgG抗
体価高値の 場合 は， 工gE抗体価が み か け上 低値 を と る
可能性が ある こ と を報告した ． Ve rvlo etら8Iはア レ ル
ギ ー 性気管支肺払子菌症の 患者 血清中 に A 劉 明 朝如
舟頑如 加 抗原 に対 する 2種類の 抑制因子 が あ る こ と
を発見 し， 1つ は抗原特異的 な遮断抗体 で あ り， 他方
は正常人血清に も存在す る抗原非特異的 な因子 で あ る
こ と を報告し て い る．
こ れ らの 因子 に よ る抑制効果 は， そ の 作用 機序に よ
り固相担体に 結合 した抗原の 容量 の 増大に よ り消失な
い しは減少す る と 考え られ ， そ の 為に，，
Zim m e r m a n
ら什 やSobotka ら2Slは Sepharo se 4B， Lin ch ら
31は
Sepha r o s e2 B， Zeissら
51はポ リ ス チ レ ン管 を用 い た ．
と こ ろ が， 本邦 で臨床上重要な a 力 め 儲 に 関 して
こ の 種 の 報告 は 全 く み ら れ な い ． ブ タ ク サ 花粉 や
honeybee v e n o m等で 観察 さ れ たIgG 抗体 く遮断抗
体l に よ る R A S T値の 抑制現 象が D． jbrinaeに も存
在す る か どう か確認 す る た め， IgG 抗体添加 に よ る
R A S T値 の 低下， IgG 抗体除去 に よ る R A S T値 の 上
昇の 2 つ の確認を行 っ た ． 図10の 如く ， 工gG 抗体価高
値の患者血清よ り得 られ たIgG－rich s e ru mは 明 ら か
に IgE R A S T値 を 抑制 し て お り， こ の 時 の IgE
R A ST 値 け．6％l， IgG 抗体価く262ulml， 275ulmり
を示 す 血清は臨床的 に は十分 あり 得る と考え られ る．
一 方 ， 図 9 の如く IgG 抗体除去に よりIgG 抗体価が高
け れ ば高 い 程IgE R A S T値の 上昇率が増加 を示 し， み
か け上 工gG抗体 に よりIgE R A S T傾が 抑制さ れ て い
る こ と を示 した ．
こ れ ら の実験結果は， IgG 抗体が pape rdis c上 の ダ
ニ 抗原 と 工gE 抗体 と の 結合 を桔抗的に 阻害 して い る
こ と を示 唆し てい る．
こ の 抑 制の 程度 を決定す る 因 子 は， く1ユ1gG 抗体 と
IgE 抗体の 分子 数の 比率 ，t21IgG 及 び 工gE抗体 に 対す
る a ノ如南 都 の 共通 の 抗原決定基 の 数と そ の 共通 の
抗原決定基 に 対す るIgG 及 びIgE 抗体の 親和性 の 相
違， く3HgG及 びIgE 抗体 の 分子 数と pape r dis c上 の
抗原決定基 の 数と の 比 率， な どに よ り決定さ れ る と考
えら れ， 以 下 こ の 3 つ の 因子 に つ い て考察 を加え てみ
た い
．
く1Iの IgG 抗体 と工gE 抗体 の 分 子 数 の 比 率 に よ り
工gG 抗体の 抑制効果の 強さ が決定さ れ て い る と い う機
序 に つ い て は， Zeissら51が ブ タ ク サで 免疫療法中の 患
者 に お い て ， IgE抗体 と 免疫療法後増加 し た ルg単位
の IgG抗体が 容 量 に 限界 の あ る pape rdis c上 で 競合
し て い る と述 べ て い る ． ま た Pa u11 ら1 01はho n eybe e
v e n o mで 免疫療法中の Pho spholipa s e－A くPLAlに ア
レ ル ギ ー の 患者 に お い て ， P L Aに 対 す るIgE抗体量
は 全IgE蛋 白 量 の 25 ． 1 旬 28．7％で IgG 抗 体 量 は 全
工gG 蛋白量 の 0．073旬 0．210％で あ り， 工gE 抗体 は11g
単位， 山 方工gG 抗体 は メg 単位で 存在 し，工gG 抗体 は少
な く と もIgE 抗体 の 1 万倍近く は存在 し て い る こ と
を報告 した． ま た彼ら は工gG 抗体の 分 子数が 1gE抗体
の 10ノ ー lOO 倍存在す る と， 固相担体に セ ル ロ ー ス を用
い た R A S T法に よる IgE 抗体価が 10 へ 40％み か け上
低値 を示 す こ と を報告し た． ダ ニ ア レ ル ギ ー 患者に お
い て も 工gG 抗体価高値 の 血 清に お い て は， IgG 抗体は
IgE抗体 に く ら べ ， か な り高濃度に 存在 して い る と考
えら れ，工gG抗体ノ短E抗体 の 比 率が大き く な れ ばな る
程， IgE 抗体価測定に お け るIgG 抗体の 抑制効果は大
抗 D． fa rina eIgE 抗体価測定に お け る IgG 抗体 の 抑制効果
き く な ると 考え られ る． く2 粧関 して ， 先に も述 べ た よ
う に honeybe e v en o mで 免疫療法 を 受 け た患者 の
IgG 抗体 はIgE抗体 の 1 万 倍近 く存在 す る と 推測さ
れ 州 ， 一 方ダ ニ ア レ ル ギ ー 患者 に おい て も， その 比率 は
そ れ に 近い も の で は な い か と考 えられ る ． しか し， こ
の よう に IgG 抗体が多量 に 存在す る 中でIgE RA S T
法が可 能で あ るの は， ひ と つ に は1gG抗体 と工gE抗体
の 対 応す る抗原決定塞が異 っ て お り， 桔抗 する 共通抗
原が それ 程多くな い 可能性が考え られ る2 6J2刀
． 他方，
IgG抗 体とIgE 抗体の pape rdisc上 の 決定基 に 対す
る親和性に 相違が あ る こ と も考 えられ る． く3ユの 工gG 及
び工gE 抗体の 分子数 と paper dis c上 の 抗原決定基の
数の 比 率に 関 して は， 固相担 体に 結合 した抗原の容量
の 増大 に よ り工gG 抗体 の 抑制効果 が消失す る こ と が
報告さ れ て お り3 一 朗2 5l， pape rdisc上 の 抗原決定基の 数
が 一 定量 を上 ま わ れ ば， 影響は 当然無視 でき る もの と
考えら れ る． その 為 に は固相担体 に 結合 した 抗原の 容
量 の 増 大の 他 に 血 清 を希釈 す る方法 は有 用 と い え よ
う ． 事実， Pe relm utte rら6Jは， ブタ ク サ 花 軌 ライ麦
に 対す る ア レ ル ギ ー 患者に お い て ， Pr otein A －Sepha－
r os e C L 4 Bに よ る IgG 除去 に よ り， pape r dis c
R A S T法で測定 され た IgE抗体価 は25旬 66％上 昇 し
たが， 血清希釈に より上 昇率が小 さ くな る こ と， つ ま
り工gG 抗 体 の 影 響 が 減 ずる こ と を 示 し た． ま た
Cheu ng ら 川 は抗 honeybe e v e n o mIgE 抗体価測定 に
お い て， 工gG 抗体が 濃度依存的に み か け上工gE 抗体価
を低下 させ ， さ ら に IgE 抗体とIgG 抗体の 混合血清を
希釈す る とIgG 抗体 の 抑制効果 が 消失す る こ と を示
し た． つ ま り ， IgG 及 びIgE 抗体 の 分 子 数 と pape r
dis c上 の 抗原決定基 の 数と の 比 率が大き い 程， IgG抗
体の 影 響 を受 けや す く ， 比 率が小 さ けれ ば影響 は少な
く な る と考 えられ る ．IgG 抗体除去に よる R A S T値の
上 昇率が 工gG 抗体添加の 際の 抑制率 に 比 べ ， 低か っ た
と い う 今回 の 実験結果 は工gG 抗体除去操作の た め に
血 清が 希釈さ れ たた め に 生 じたも の と思 わ れ る．
以上 ， 抗 D． hrin a eIgE抗体の R A S T法で の 測定
に お け る工gG 抗体の 抑制効果 を， 主 に ブタ ク サ花粉，
ho n eybe e v e n o mで の 報告と比 較検討 を加 えて き た
が ， ブ タ ク サ花粉や ho n eybee v en o mは か な り精製さ
れ た抗原に よ り検討さ れ て い るの に ， か． カ7玩戊2 は粗
抗原 を使用 して い る 点に 大き な相違が あ る． 今後よ り
精製 され た 抗原28 瑚 に よ る検討が望ま れ る．
Chapm anら
1 4Iは a ntigenbind ing a ss ay 法 に よ り，
プ リ ッ ク テ ス ト 陽 性者 の 94％に 飯 川 融 刺極所 ぬ
Pte ro nyssinu sbl対す る IgG，IgA， IgE 抗体 を検出し，
一 方 プ リ ッ ク テ ス ト陰性者で は1gE， 工gA 抗体 は検出
さ れず ， 王gG 抗体の み が 低濃度で は ある が 30％ に検出
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さ れ た と報告し た． 今回 の 結果で も図5の 如く， 抗 か．
カ勇ね紺 IgE抗体価と工gG 抗体価 は相関 して お り， 一
方未治療患者 に も 工gG抗体価高値 を と る場合が 多数
み られ ， 工gE 抗体価 に 影響を与 え得る こ とが 考え ら れ
た． と こ ろ で ， ブ タ クサ花粉， ho n eybe e v e n o mに ア
レ ル ギ ー の 患者に お い て は， 治療前 は王gG 抗体が ほ と
ん どなく， 治療後 は じめ て上 昇する こ とが報告さ れ て
串り4ほ ト 珂 ， 工gG 体が 工gE抗体価測定 を抑制す る の は
免疫療法 を受 け て い る もの に 限られ る．
以 上 の よ う に R A S T法 に よ るIgE 抗体価測定 に は
工gG 抗体 が か な り大 き な 抑制効果 を与 え る こ と が わ
か っ て きた が， 今 まで花粉症 に お い て 工gE抗体価 の 免
疫療法に よ る変動や季節性変動 は次の よ う に 考え られ
て き た． す なわ ち，王gE抗体価 は免疫療法後減少す る こ
と3 2I叫 361， 花粉の 飛散の 季節に 入 ると 未治療患者 で は
上 昇す るが 治療 を受 け て い る患者で は上昇 しな い か ，
も し く は上 昇 し て も そ の 程 度 は 少 な い と さ れ て い
る3 313 71 細
．
し か し最近 Zim m e rm a nら41は， こ れ らの 報
告の 多く は R A S T法で 行な わ れ てお り， 免疫療法後
工gE抗体価 が低下す るよ う に み え るの は， 治療後 上昇
した工gG 抗体 に よ る抑制効果 の た め で は ない か と述
べ て い る
． 花粉症 で は治療後に 測定され た1gE 抗体価
の 評価が問題と きれ て い るが ， ダ ニ に お い て は治療後
は もち ろ ん， 治療前に す で に 工gG 抗体が 高濃度に 存在
し てお り， さ ら に 他の 免疫グ ロ ブリ ン の 存在 をも考 え
ると ， paper disc R A S T法に よ るIgE抗体価 の 正 確
な評価 は困難と い える．
加え る に ， R A S T法で は抗体過剰域で測定 して い る
こと が 報告され て お り2 2I， 事実 我々 はIgE R AST 値
30％以 上 の ダ ニ ア レ ル ギ ー 患者血 清 を 段階希釈 し
R A S T値 を求め た と こ ろ， 10へ 25倍希釈 に て や っ と
R A S T値 が低下 し始 める血 清が 多くみ られ た． 以上 の
2点， 即ち本法 は工gG 抗体や他の 免疫 グ ロ ブ リ ン に よ
り抑制さ れ る こ と， 更 に ， か な りの 抗体過剰域で 測定
さ れ て い る とい う問題点を解決し本法の 定量 性を高 め
る に は現 実 に は希釈血清を用 い るの が簡便 で 望ま し い
方法で あ ろう が， よ り精製さ れ た抗原 を用 い た検討が
必要 で あ ろう．
結 論
ダ ニ くか． カカ 那 料 ア レ ル ギ ー 患者く治療瓢 未治療
葦削 と対照群 に つ い て ， Pr otein A ．Sephar o se Cし4B
を使用 して， IgG－rich s e ru m，IgG－fr ee s er u mを得る
こ と に よ り， pape rdis cR A S T法に よ る抗 D． カ
IgE抗体価測定 に お ける工gG 抗体 の 抑制効果 に つ い
て検討 を加 え， 以下の 結果 を得た．
1 ． か． カタ
■玩 郎 に 対す る 王gE 抗体価 と工gG 抗体価
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に は正 の相関が み られ た．
2 ． ダ ニ ア レ ル ギ ー 患者で は 対照群 に 比 べ 工gG 抗
体価 は有意 に 高価 を示 した ． ま た治療群は未治療群に
比 べ 高い 傾向が み られ たが ， そ の 差 は有意で は なく ，
未治療患者 に も高値 を示 す もの が 多く み られ た ．
3 ． RAST 値 は工gG 抗体除去 に より上 昇 し， 添加 で
低下 を示 した ．
以上 よ り a ノ勧勿 儲 に 関 して は 免疫療法宋施行 の
患者 で も 1gG抗体価高値 を 示 す 人 が 多 く み ら れ ，
pape rdis cR A S T法 に よ るIgE 抗体価 はIgG 抗体や
他の免疫グ ロ ブ リ ン の 影響 に よ り見 か け上 低値 を とる
こ とがある と考 え られ る． さ ら に 本法は し ば しば抗体
過剰域 で測定され て い ると い う問題点もあり， これ ら
の 2つ の問題点 を解決して本法 の 定量性を高め る に は
希釈血清を用 い るの が簡便で望 ま し い 方法 で ある と 考
え られ る．
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A bstract
T heinhibito ry effe ct of IgG antibody o nthe IgE a ntibodylev
els a ss ayed bythe radio allergo
－
s 。，bent testくR A STI w as a n alyz ed u sing mite Wer m atophLW idesJdrin aeI D． Jbrbla el a ntige n，
w hich is a very c o mm o n alle rge nin chil d ho od br o n chial a s
t hm a
．
T he se r u m w a s c olle cted from
l O 4mite al 1e rgic patients， in cluding 2 5 c a s es u nderim m u not he r ap yくtr e ated groupl， 7 9cases
without im m u n other ap yくuntre ated groupl， and also fr o m41 n on －a11e rgicindividu als a s co ntrol■
T he s e ru mIgE le v els w e re dete r min ed by thep
ape rradioim m u n o s o rbe nt testくP R ISTJ，t he s er u m
IgEantibodylev elsくR A S Tvalu eslbyt he pape rdis cR A S T， a nd t he ser u mIgG a ntibodylev elsby
the polystylene tube r adioim m u noa s ay． Ig
G －rich a nd IgG－fr e e se r a w e r e ob tained by pa s sing
thro ugh Pr otein A －Sepha ro s eC L
－4 Bc olu m n． The r e w a s a signific a ntpositiv e c o r relatio nbetw e e n
the IgE a nd IgG antibody o e v els くyニ7．37e
O．0 6 0x
，
rEO．4 9， Pく0．0 1，－ T he IgG a ntibody levels
くM士S E Mulmり w e r e2 1 9．8士9 8．4 a nd 8 6－9士2 7．7 in thetre ated and u ntr e atedgr o ups r espectiv ely，
which w er e signific a ntly higherくpく0．0 1a nd pく0．0 5， reSPe Ctiv elyIc o mpa red with 9－8士1．1in the
c o ntrol group． Despite t he highe rlev el in t h
e tre ated gro up t ha nin the u ntreated gr o up，the
differ e n c e was n ot signific a nt betw e n t he m － Pe r cent in c r e a s e of t he R A S Tv
alu esby r e m o v alof
IgG antibody w as c alculated fr o m the diffe re n c e of the R A S Tv alu
es betw e e nIgG －fr e e a nd
H S A－t，eated se r aくtre ated by C N Br－ a Ctiv ated Sepha r o s e4 Bc o upled wit h hu m a n s e r u m albu minJ－
Ther e w asa signific a ntpositive c o r relatio n betw e e nIgG a ntibodyle v els a nd pe rc e nt in c r
e ase of
IgE antibodylev elsくR A ST v alu eslくyニ3．4logx － 8．3 5，r
ニ 0■8 8， Pく0．0りJ W he nt he IgG－ rich s e r u m
fr o m2 patients wit h high IgG a ntibody w as ad ded to the s e r u m o
fpatients with lo w IgG a nti
－
body， the IgE a ntibody lev elsくR A ST v alu e sI w er e m a rked ly sup pr e ss ed by 6 9．6 a nd 8 2．6％，
r e spe ctiv ely－ On the othe rha nd， Whe nt heIgG
－ rich ser u m w as ob tain ed fro m3patie nts with lo w
IgG antibody， the R A S Tvalu e s w e re supressed by o nly l l．6， 2－9 a
nd l O－1％， r eSPe Ctiv ely． T he
resultsin the pr es e ntexpe rim e nts wit h D． fbrin a e s uggest that t heIgE a ntibodylev els a ss ayedby
the paper dis c R A S T， eVe n fro m u ntre ated patie nts， Sh
o w lo w erle v els du eto the inhibito ry
effe ct of t heIgG antibody o r a ntibodie s of othe r class e s． M o r e o v er， t he a ntibody
le v elsin this
m ethod ha s frequ e ntly be e n m e a s u red withe x c es s a m o u nts of the a ntibody－ To s oIv ethes
e
pr oble m s a nd to im pro v ethe pr ecisen ess of qu a ntific atio nin t
his m et hod， the u s e of diluted
se ru m m aybe a sim ple a ndpr efe rab le w ay．
